
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
電話回線に接続された主制御装置と、主制御装置に接続された複数の端末装置とを備えた
システム電話機であって、
前記主制御装置は、
ハンドセットと、
電話回線に接続された回線インターフェースと、
電話回線の受話音声をイヤースピーカないし受話拡声器に切り換える切り換えスイッチと
、
電話回線と各端末装置とを通話可能に接続するクロスポイントスイッチと、
各端末装置と音声信号ないし制御信号を送受信する端末インターフェースと、
受話音声拡声状態にする端末装置を指定する拡声指定操作手段と、
前記拡声指定手段が指定する端末装置を受話音声拡声状態にする拡声指令信号を端末装置
に出力する手段と、
前記ハンドセットが持ち上げられたか否かを検出するフックスイッチと、
前記ハンドセットが持ち上げられたことが前記フックスイッチにより検知され、前記回線
インターフェースから回線を捕捉したことに応じて前記クロスポイントスイッチにより前
記切り換えスイッチを切り換え、前記回線インターフェースを介して電話回線と前記ハン
ドセットとの通話経路を形成する手段とを備えており、
前記各端末装置は、
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前記拡声指令信号を受けて当該端末装置を受話音声拡声状態にする手段

ことを特徴とするシステム電話機。
【請求項２】
電話回線に接続された主制御装置と、主制御装置に接続された複数の端末装置とを備えた
システム電話機であって、
前記各端末装置は、
拡声指令信号を受けて当該端末装置を受話音声拡声状態にする手段と、
受話音声拡声状態にする端末装置を指定する拡声指定操作手段と、
前記拡声指定操作手段が指定した端末装置を示す拡声指定信号を主制御装置に送る指定信
号送信手段とを備えており、

前記主制御装置は、
ハンドセットと、
電話回線に接続された回線インターフェースと、
電話回線の受話音声をイヤースピーカないし受話拡声器に切り換える切り換えスイッチと
、
電話回線と各端末装置とを通話可能に接続するクロスポイントスイッチと、
各端末装置と音声信号ないし制御信号を送受信する端末インターフェースと、
受話音声拡声状態にする端末装置を指定する拡声指定操作手段と、
前記拡声指定手段が指定する端末装置を受話音声拡声状態にする拡声指令信号を端末装置
に出力する手段と、
前記ハンドセットが持ち上げられたか否かを検出するフックスイッチと、
前記ハンドセットが持ち上げられたことが前記フックスイッチにより検知され前記回線イ
ンターフェースから回線を捕捉した場合、前記クロスポイントスイッチにより前記切り換
えスイッチを切り換え、前記回線インターフェースを介して電話回線と前記ハンドセット
との通話経路を形成する手段とを、
備えていることを特徴とするシステム電話機。
【請求項３】
電話回線に接続された主制御装置と、主制御装置に接続された複数の端末装置とを備えた
システム電話機であって、
前記端末装置は、
受話音声拡声状態にする装置として主制御装置を指定する拡声指定操作手段と、
前記拡声指定操作手段が指定した主制御装置を示す拡声指定信号を主制御装置に送る指定
信号送信手段とを備えており、
前記主制御装置は、
ハンドセットと、
電話回線に接続された回線インターフェースと、
電話回線の受話音声をイヤースピーカないし受話拡声器に切り換える切り換えスイッチと
、
電話回線と各端末装置とを通話可能に接続するクロスポイントスイッチと、
各端末装置と音声信号ないし制御信号を送受信する端末インターフェースと、
前記ハンドセットが持ち上げられたか否かを検出するフックスイッチと、
前記拡声指定信号が主接続装置を指定するものであるとき、前記ハンドセットが持ち上げ
られたことが前記フックスイッチにより検知され前記回線インターフェースから回線を捕
捉したことに応じて、前記クロスポイントスイッチにより前記切り換えスイッチを切り換
え、前記回線インターフェースを介して電話回線と前記 との通話経路を形成す
る手段、
とを備えていることを特徴とするシステム電話機。
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を備えており、前
記受話音声拡声状態では、当該端末装置の受話拡声器に、前記主制御装置を介して前記電
話回線からの音声信号が与えられる

前記受話音声拡声状態では、当該端末装置の受話拡声器に、前記主制御装置を介して前記
電話回線からの音声信号が与えられるものであり、

受話拡声器



【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、主接続装置と複数の端末装置とを有するとともに、前記端末装置が受話拡声手
段を備えているシステム電話機、およびその内部通信方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来から、システム電話として、電話回線に接続された主接続装置と、主接続装置に接続
された複数の端末装置とを備え、前記主接続装置と各端末装置との間および端末装置相互
間で内線通話が可能であり、かつ、前記主接続装置と前記端末装置とは、受話音声拡声手
段を有したものがある。
【０００３】
このようなシステム電話機は、次のような機能を備えている。すなわち、受信した電話回
線を、他の端末装置ないし主接続装置に転送する場合、一旦、回線を保留状態にして通話
相手にメロディー等の待機信号を送信したうえで、他の端末装置、ないし主接続装置を受
話拡声状態にする。そして、「……さん、外線から電話ですよ。」といったアナウンスを
ハンドセットに向かってしゃべることで、他の端末装置、ないし主接続装置の受話拡声器
から同アナウンスを発声させ、電話がかかっていることを前記した……さんに伝える機能
を有していた。
【０００４】
また、時報、天気予報等の、電話によるサービスを利用する場合には、受話音声拡声手段
により、電話情報を、拡声して発声させることで、通話者だけでなく、電話機周囲にいる
人にも電話情報が聞き取れるようになっていた。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、昨今、電話会社において電話回線を用いた各種情報サービスが行われるように
なってきており、そのような情報サービス番組の中には音楽を電話回線で送信するサービ
ス番組がある。このようなサービス番組を上記したシステム電話機で聴取する場合には次
のような操作を行っていた。すなわち、まず、いずれかの主接続装置ないし端末装置がサ
ービス先に電話を繋ぎ、そのうえで、サービス番組の聴取を希望する他の端末装置、ない
し主接続装置それぞれにおいて、回線の繋がっている主接続装置ないし端末装置に対して
、通話割り込み操作を行い、このようにすることで、前記したサービス番組を聴取してい
た。
【０００６】
しかしながら、このような操作は非常に繁雑なものであり、そのため、操作性の改善が要
望されていた。
【０００７】
したがって、本発明においては、すべての端末装置を一度に受話拡声状態にすることで、
操作性を改善を図ることを目的としている。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
このような目的を達成するために、本発明の第１発明においては、電話回線に接続された
主接続装置と、主接続装置に接続された複数の端末装置とを備え、主接続装置と各端末装
置との間 主接続装置と端末装置とは、受話音声拡声手段を有するシス
テム電話機において、次のような特徴を備えている。
【０００９】
すなわち、第１の発明においては、電話回線に接続された主制御装置と、主制御装置に接
続された複数の端末装置とを備えたシステム電話機であって、前記主制御装置は、ハンド
セットと、電話回線に接続された回線インターフェースと、電話回線の受話音声をイヤー
スピーカないし受話拡声器に切り換える切り換えスイッチと、電話回線と各端末装置とを
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が通信可能であり、



通話可能に接続するクロスポイントスイッチと、各端末装置と音声信号ないし制御信号を
送受信する端末インターフェースと、受話音声拡声状態にする端末装置を指定する拡声指
定操作手段と、前記拡声指定手段が指定する端末装置を受話音声拡声状態にする拡声指令
信号を端末装置に出力する手段と、前記ハンドセットが持ち上げられたか否かを検出する
フックスイッチと、前記ハンドセットが持ち上げられたことが前記フックスイッチにより
検知され、前記回線インターフェースから回線を捕捉したことに応じて前記クロスポイン
トスイッチにより前記切り換えスイッチを切り換え、前記回線インターフェースを介して
電話回線と前記ハンドセットとの通話経路を形成する手段とを備えており、前記各端末装
置は、前記拡声指令信号を受けて当該端末装置を受話音声拡声状態にする手段

【００１０】
また、第２の発明においては、電話回線に接続された主制御装置と、主制御装置に接続さ
れた複数の端末装置とを備えたシステム電話機であって、前記各端末装置は、拡声指令信
号を受けて当該端末装置を受話音声拡声状態にする手段と、受話音声拡声状態にする端末
装置を指定する拡声指定操作手段と、前記拡声指定操作手段が指定した端末装置を示す拡
声指定信号を主制御装置に送る指定信号送信手段とを備えており、

前記主制御装置は、　ハンドセットと、電話回線に接続され
た回線インターフェースと、　電話回線の受話音声をイヤースピーカないし受話拡声器に
切り換える切り換えスイッチと、電話回線と各端末装置とを通話可能に接続するクロスポ
イントスイッチと、各端末装置と音声信号ないし制御信号を送受信する端末インターフェ
ースと、受話音声拡声状態にする端末装置を指定する拡声指定操作手段と、前記拡声指定
手段が指定する端末装置を受話音声拡声状態にする拡声指令信号を端末装置に出力する手
段と、前記ハンドセットが持ち上げられたか否かを検出するフックスイッチと、前記ハン
ドセットが持ち上げられたことが前記フックスイッチにより検知され前記回線インターフ
ェースから回線を捕捉した場合、前記クロスポイントスイッチにより前記切り換えスイッ
チを切り換え、前記回線インターフェースを介して電話回線と前記ハンドセットとの通話
経路を形成する手段とを、備えていることに特徴を有している。
【００１１】
また、第３の発明においては、電話回線に接続された主制御装置と、主制御装置に接続さ
れた複数の端末装置とを備えたシステム電話機であって、前記端末装置は、受話音声拡声
状態にする装置として主制御装置を指定する拡声指定操作手段と、前記拡声指定操作手段
が指定した主制御装置を示す拡声指定信号を主制御装置に送る指定信号送信手段とを備え
ており、前記主制御装置は、　ハンドセットと、電話回線に接続された回線インターフェ
ースと、　電話回線の受話音声をイヤースピーカないし受話拡声器に切り換える切り換え
スイッチと、電話回線と各端末装置とを通話可能に接続するクロスポイントスイッチと、
各端末装置と音声信号ないし制御信号を送受信する端末インターフェースと、前記ハンド
セットが持ち上げられたか否かを検出するフックスイッチと、前記拡声指定信号が主接続
装置を指定するものであるとき、前記ハンドセットが持ち上げられたことが前記フックス
イッチにより検知され前記回線インターフェースから回線を捕捉したことに応じて、前記
クロスポイントスイッチにより前記切り換えスイッチを切り換え、前記回線インターフェ
ースを介して電話回線と前記 との通話経路を形成する手段、とを備えているこ
とに特徴を有している。
【００１２】
本発明によれば、拡声指定操作手段が受話拡声状態にする端末装置または主接続装置を指
定し、指定した端末装置または主接続装置を示す拡声指定信号を、指定信号送信手段が主
接続装置に送信する。すると、主接続装置は拡声指定信号が指定した端末装置

を拡声状態にする拡声指令信号を送信したうえで、電話回線の音声信号を端末装置
に送るので、指定された端末装置 は、拡声した音声を発声することにな
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を備えてお
り、前記受話音声拡声状態では、当該端末装置の受話拡声器に、前記主制御装置を介して
前記電話回線からの音声信号が与えられることに特徴を有している。

前記受話音声拡声状態
では、当該端末装置の受話拡声器に、前記主制御装置を介して前記電話回線からの音声信
号が与えられるものであり、

受話拡声器

または主接
続装置

または主接続装置



る。
【００１４】
【実施例】
以下、本発明の一実施例を図面を参照して詳細に説明する。
【００１５】
図１は、本発明の一実施例のシステム電話機の主接続装置の構成を示すブロック図であり
、図２は、このシステム電話機の端末装置の構成を示すブロック図である。このシステム
電話機は、主接続装置１台に、２台の端末装置２Ａ，２Ｂを接続して構成されている。
【００１６】
主接続装置１は、電話回線３に対して回線捕捉、回線開放、ダイヤルの出力の各操作を行
う回線インターフェース４と、スイッチ５ａ～５ｐをＯＮ／ＯＦＦ制御することで、電話
回線３と各端末装置２Ａ，２Ｂ、または、端末装置２Ａ，２Ｂどうしを通話可能に接続す
るクロスポイントスイッチ５と、各端末装置２Ａ、２Ｂと音声信号ないし制御信号を送受
信する端末インターフェース６Ａ、６Ｂとを備えている。
【００１７】
さらには、この主接続装置１はハンドセット７と受話拡声器８とを備えている。ハンドセ
ット７は、イヤースピーカ７ａとマイク７ｂとを備えている。ハンドセット７と受話拡声
器８とは、クロスポイントスイッチ５を介して電話回線３に接続されており、イヤースピ
ーカ７ａおよび受話拡声器８とクロスポイントスイッチ５との間には切り換えスイッチ９
が介装されている。切り換えスイッチ９は、電話回線３の受話音声をイヤースピーカ７ａ
ないし受話拡声器８に切り換える操作を行うようになっている。切り換えスイッチ９は、
切り換え端９ａにおいて、受話拡声器８を電話回線３に接続する一方、切り換え端９ｂに
おいて、イヤースピーカ７ａを電話回線３に接続するようになっている。
【００１８】
また、この主接続装置１は回線インターフェース４が着信したことを検出する着信検出部
１０と、ダイヤルや内線番号や受話拡声状態を指定するキーマトリクス１１と、ハンドセ
ット７の載置／取り上げ状態を検出するフックスイッチ１２と、着信音を鳴らすブザー１
３と、ＣＰＵ，ＲＯＭ，ＲＡＭ，Ｉ／Ｏ等からなり、主接続装置１全体を制御する制御部
１４とを備えている。キーマトリクス１１は受話拡声状態のＯＮ／ＯＦＦを指定する受話
キー１１ａと、端末装置２Ａ、２Ｂを受話拡声状態に指定する他受話キー１１ｂと、ダイ
ヤルキー１１ｃを備えている。
【００１９】
端末装置２Ａ、２Ｂは、主接続装置１の端末インターフェース に対応して設け
られて回線捕捉、回線開放、ダイヤルの出力等の制御信号及び音声信号の送受信を行う端
末インターフェース２０と、ハンドセット２１と受話拡声器２２とを備えている。ハンド
セット２１は、イヤースピーカ２１ａとマイク２１ｂとを備えている。ハンドセット２１
と受話拡声器２２とは、切り換えスイッチ２４を介して端末インターフェース２０に接続
されている。切り換えスイッチ２４は、切り換え端２４ａにおいて、受話拡声器２２を端
末インターフェース２０に接続する一方、切り換え端２４ｂにおいて、イヤースピーカ２
１ａを端末インターフェース２０に接続するようになっている。
【００２０】
また、この端末装置２Ａ，２Ｂはダイヤルや内線番号や受話拡声状態を指定するキーマト
リクス２５と、ハンドセット２１の載置／取り上げ状態を検出するフックスイッチ２６と
、着信音を鳴らすブザー２７と、ＣＰＵ，ＲＯＭ，ＲＡＭ，Ｉ／Ｏ等からなり、端末装置
２Ａ、２Ｂ全体を制御する制御部２８とを備えている。キーマトリクス２５は受話拡声状
態のＯＮ／ＯＦＦを指定する受話キー２５ａと、端末装置２Ａ、２Ｂを受話拡声状態に指
定する他受話キー２５ｂとダイヤルキー２５ｃとを備えている。
【００２１】
次にこのシステム電話機による操作 順を説明する。まず、主接続装置１で電話をかけた
うえで、端末装置２Ａ，２Ｂを受話拡声状態にする操作手順を図３，図４，図５に基づい
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て説明する。図３，図４は主接続装置１の外線通話時における操作手順を示すフローチャ
ートであり、図５は前記した際における端末装置２Ａ、２Ｂの操作手順を示すフローチャ
ートである。
【００２２】
まず、主接続装置１のハンドセット７が持ち上げられたか否かをフックスイッチ１２でチ
ェックする（Ｓ１）。そして、ハンドセット７が持ち上げられていることがわかった場合
は、回線インターフェース４から回線を捕捉するともに主接続装置１をハンドセット通話
に適した状態（以下、ハンドセットモードという）にする（Ｓ２）。具体的には、クロス
ポイントスイッチ５のスイッチ５ｂ、５ｅをＯＮにし、切り換えスイッチ９を切り換え端
９ｂ側に切り換えることで、電話回線３とハンドセット７との通話経路を形成する。なお
、ハンドセット７が持ち上げられていなければ、フローチャートを終了して操作を終える
。
【００２３】
ハンドセットモードにしたのち、ハンドセットモードになっているか、否かをチェックす
る（Ｓ３）。Ｓ３でハンドセットモードになっていることがわかるとと、ハンドセット７
が持ち上げられたままか否かをフックスイッチ１２でチェックする（Ｓ４）。
【００２４】
そして、ハンドセット７が持ち上げられたままであることがわかると、キーマトリクス１
１の受話キー１１ａがＯＮになったか、否かをチェックする（Ｓ５）。受話キー１１ａが
ＯＮになったとわかると、主接続装置１を受話拡声に適した状態（以下、受話モードとい
う）にする（Ｓ６）。具体的には、クロスポイントスイッチ５のスイッチ５ｂをＯＮにす
る一方、スイッチ５ｅをＯＦＦにする。さらに、切り換えスイッチ９を切り換え端９ａ側
に切り換えることで、電話回線３と受話拡声器８との回線経路を形成する。そして、Ｓ６
の操作が終了したのち、キーマトリクス１１のダイヤルキー１１ｃが入力されたか否かを
チェックする操作（Ｓ７）に移行する。
【００２５】
なお、Ｓ４において、フックスイッチ１２のチェックでハンドセット７が下ろされたとわ
かると、回線インターフェース４で電話回線３を解放する一方、クロスポイントスイッチ
５をすべてＯＦＦにし、さらに、端末インターフェース６Ａ、６Ｂから受話終了信号ｓ１
を端末装置２Ａ、２Ｂに送った（Ｓ２０）のち、一連の操作（フローチャート）を終了す
る。
【００２６】
また、Ｓ５で受話キー１１ａがＯＮになっていないとわかると、主接続装置１を受話モー
ドにすることなく、キーマトリクス１１のダイヤルキー１１ｃが入力されたか否かをチェ
ックする操作（Ｓ７）に移行する。
【００２７】
一方、Ｓ３で、ハンドセットモードになっていない、すなわち、受話モードになっている
ことがわかった場合は、ハンドセット７の持ち上げをチェックることなく、キーマトリク
ス１１の受話キー１１ａがＯＮになったか否かをチェックし（Ｓ８）、受話キー１１ａが
ＯＮになったとわかると、主接続装置１をハンドセットモードにする（Ｓ９）。そして、
Ｓ９の操作が終了したのち、キーマトリクス１１のダイヤルキー１１ｃが入力されたか否
かをチェックする操作（Ｓ７）に移行する。なお、Ｓ８で受話キー１１ａがＯＮになって
いないとわかると、主接続装置１を上述したハンドセットモードにすることなく、Ｓ７に
移行する。
【００２８】
Ｓ７でダイヤルキー１１ｃが入力されたとわかると、ダイヤル処理、すなわち、回線イン
ターフェース４を用いて、ダイヤル入力を電話回線に出力した（Ｓ１０）のち、他受話キ
ー１１ｂがＯＮになったか否かをチェックする操作（Ｓ１１）に移行する。なお、Ｓ７で
ダイヤルが入力されていないとわかるとと、ダイヤル処理（Ｓ１０）を行うことなく、Ｓ
１１に移行する。
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【００２９】
Ｓ１１で他受話キー１１ｂがＯＮになったとわかると、操作者がダイヤルキー１１ｃを用
いて番号入力する（Ｓ１２）のを待つ。他受話キー１１ｂがＯＮにならない場合は、Ｓ３
に戻る。
【００３０】
操作者がダイヤルキー１１ｃを用いて番号入力した（Ｓ１２）結果が、”＃”入力が行わ
れか否か（Ｓ１３）、”１”入力が行われたか否か（Ｓ１４）、”２”入力が行われた否
か（Ｓ１５）をそれぞれ判断する。なお、”＃”入力は両端末装置２Ａ，２Ｂとも指定す
ることを意味し、”１”入力は一方の端末装置２Ａを指定することを意味し、”２”入力
は、他方の端末装置２Ｂを指定することを意味している。
【００３１】
そして、Ｓ１３で”＃”入力が行われたことがわかると、・両端末装置２Ａ，２Ｂに対し
て端末インターフェース６Ａ，６Ｂを介して受話モードにする拡声指令信号ｓ２，ｓ３を
出力する、・クロスポイントスイッチ５のスイッチ５ｂ、５ｃ、５ｄをＯＮにし、スイッ
チ５ｅをＯＦＦにする、・切り換えスイッチ９を切り換え端９ａにする、という各操作を
行ったうえで、さらに、・電話回線３の音声信号を受話拡声器８に出力する、・端末イン
ターフェース６Ａ、６Ｂを介して端末装置２Ａ、２Ｂに向かって電話回線３の音声信号を
出力する（Ｓ１６）。
【００３２】
Ｓ１４で”１”入力が行われたことがわかると、・端末装置２Ａに対して端末インターフ
ェース６Ａを介して拡声指令信号ｓ２を出力する、・クロスポイントスイッチ５のスイッ
チ５ｂ、５ｃをＯＮにし、スイッチ５ｅをＯＦＦにする、・切り換えスイッチ９を切り換
え端９ａにするという操作を行ったうえで、さらに、・電話回線３の音声信号を受話拡声
器８に出力する、・端末インターフェース６Ａを介して端末装置２Ａに向かって電話回線
３の音声信号を出力する（Ｓ１７）。
【００３３】
Ｓ１５で”２”入力が行われたことがわかると、・端末装置２Ｂに対して端末インターフ
ェース６Ｂを介して拡声指令信号ｓ３を出力する、・クロスポイントスイッチ５のスイッ
チ５ｂ、５ｄをＯＮにし、スイッチ５ｅをＯＦＦにする、・切り換えスイッチ９を切り換
え端９ａにする、という各操作を行い、さらに、・電話回線３の音声信号を受話拡声器８
に出力する、・端末インターフェース６Ｂを介して端末装置２Ｂに向かって電話回線３の
音声信号を出力する（Ｓ１８）。
【００３４】
Ｓ１３，Ｓ１４，Ｓ１５で、”＃”，”１”，”２”入力が行われないとわかると、Ｓ３
に戻る。
【００３５】
さらには、Ｓ１６，Ｓ１７，Ｓ１８の操作をしたのち、主接続装置１の通話モードを受話
モードにする（Ｓ１９）したのち、Ｓ３に戻る。
【００３６】
次に主接続装置１が発する受話モード指示信号を受けた各端末装置の操作手順を図５のフ
ローチャートに基づいて説明する。
【００３７】
まず、拡声指令信号ｓ２，ｓ３（Ｓ１６，Ｓ１７，Ｓ１８参照）を受信した否かをチェッ
ク（Ｓ３０）する。拡声指令信号ｓ２，ｓ３を受信したのがわかると、端末装置２Ａ、２
Ｂを受話モードし、端末インターフェース６Ａ，６Ｂを介して送られてる電話回線３の音
声信号を、音声受話拡声器２２で音声に変換して出力する（Ｓ３１）。
【００３８】
そして、受話拡声器２２で音声を出力しながら、主接続装置１から受話終了信号ｓ１（Ｓ
２０参照）が送信されるか否かをチェックし（Ｓ３２）、受話終了信号ｓ１を受信すると
、受話モードを終了して（Ｓ３３）、一連の操作（フローチャート）を終える。
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【００３９】
なお、Ｓ３０において、拡声指令信号ｓ２，ｓ３を受信しないとわかると、上記した各操
作を行うことなく、直ちに、一連の操作（フローチャート）を終える。
【００４０】
次に、端末装置２Ａで電話をかけたうえで、端末装置２Ｂと主接続装置１とを受話拡声状
態にする操作手順を図６，図７，図８，図９、図５に基づいて説明する。なお、端末装置
２Ｂで電話をかけたうえで、端末装置２Ａと主接続装置１とを受話拡声状態にする操作手
順も同様であるので、その説明は省略する。図６，図７は端末装置２Ａ（端末装置２Ｂも
同様）の外線通話時の操作手順を示すフローチャートであり、図８，図９はその際におけ
る主接続装置１の操作手順を示すフローチャートである。
【００４１】
まず、端末装置２Ａのハンドセット２１が持ち上げられたか否かをフックスイッチ２６で
チェックする（Ｓ４０）。そして、ハンドセット２１が持ち上げられているのがわかった
ら、端末インターフェース２０を介して主接続装置１にオフフック信号ｓ５を送信すると
ともに、端末装置２Ａ自身をハンドセットモードにする（Ｓ４１）。具体的には、切り換
えスイッチ２４を切り換え端２４ｂ側に切り換えて、ハンドセット２１のイヤーースーカ
２１ａを端末インターフェース２０に接続する。
【００４２】
なお、ハンドセット２１が持ち上げられていなければ、フローチャートを終了して操作を
終える。
【００４３】
端末装置２Ａをハンドセットモードにしたのち、ハンドセットモードになっているか、否
かをチェックする（Ｓ４２）。Ｓ４２でハンドセットモードになっていることがわかると
、ハンドセット２１が持ち上げられたままか否かをフックスイッチ２６でチェックする（
Ｓ４３）。
【００４４】
そして、ハンドセット２１が持ち上げられたままであるとわかると、キーマトリクス２５
の受話キー２５ａがＯＮになったか否かをチェックし（Ｓ４４）、受話キー２５ａがＯＮ
になっているとわかると、主接続装置１に対して、受話モード指定信号ｓ６を出力すると
とにも、端末装置２Ａ自身も受話モードにする。すなわち、切り換えスイッチ２４を切り
換え端２４ａ側に切り換えることで、端末インターフェース２０と受 声器２２とを接
続する（Ｓ４５）。
【００４５】
そして、Ｓ４５の操作が終了したのち、キーマトリクス２５のダイヤルキー２５ｃが入力
されたか否かをチェックする操作（Ｓ４６）に移行する。
【００４６】
なお、Ｓ４３において、フックスイッチ２６のチェックでハンドセット２１が下ろされた
とわかると、端末インターフェース２０から受話終了指定信号ｓ７を主接続装置１に送信
した（Ｓ５９）のち、一連の操作（フローチャート）を終了する。
【００４７】
また、Ｓ４４で受話キー２５ａがＯＮになっていないとわかると、Ｓ４５の操作をするこ
となく、キーマトリクス１１のダイヤルキー１１ｃが入力されたか否かをチェックする操
作（Ｓ４６）に移行する。
【００４８】
一方、Ｓ４２で、ハンドセットモードになっていない、すなわち、受話モードになってい
ることがわかると、ハンドセット２１の持ち上げをチェックすることなく、キーマトリク
ス２５の受話キー２５ａがＯＮになったか否かをチェックする（Ｓ４７）。そして、受話
キー２５ａがＯＮになっているとわかると、主接続装置１に対して、ハンドセットモード
指定信号ｓ８を出力するととにも、端末装置２Ａ自身も、ハンドセットモードにする。す
なわち、切り換えスイッチ２４を切り換え端２４ｂ側に切り換えることで、端末インター
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フェース２０とハンドセット２１のイヤースピーカ２１ａとを接続する（Ｓ４８）。そし
て、Ｓ４８の操作が終了したのち、キーマトリクス２５のダイヤルキー２５ｃが入力され
たか否かをチェックする操作（Ｓ４６）に移行する。
【００４９】
また、Ｓ４７で受話キー２５ａがＯＮになっていないとわかると、Ｓ４８の操作をするこ
となく、キーマトリクス１１のダイヤルキー１１ｃが入力されたか否かをチェックする操
作（Ｓ４６）に移行する。
【００５０】
Ｓ４６でダイヤルキー２５ｃが入力されたとわかると、ダイヤル処理、すなわち、端末イ
ンターフェース２０を用いて、主接続装置１にダイヤル信号ｓ９を出力した（Ｓ４９）の
ち、他受話キー２５ｂがＯＮになったか否かをチェックする操作（Ｓ５０）に移行する。
なお、Ｓ４６でダイヤルが入力されていないとわかるとと、ダイヤル処理（Ｓ４９）を行
うことなく、Ｓ５０に移行する。
【００５１】
Ｓ５０で他受話キー２５ｂがＯＮになっているとわかると、操作者がダイヤルキー２５ｃ
を用いて番号入力する（Ｓ５１）のを待つ。他受話キー２５ｂがＯＮにならない場合は、
Ｓ４２に戻る。
【００５２】
操作者がダイヤルキー２５ｃを用いて番号入力した（Ｓ５１）結果が、”＃”入力が行わ
れたか、否か（Ｓ５２）、”０”入力が行われたか、否か（Ｓ５３）、”２”入力が行わ
れたか、否か（Ｓ５４）をそれぞれ判断する。なお、”＃”入力は端末装置２Ｂと主接続
装置１とも指定することを意味し、”０”入力は主接続装置１を指定することを意味し、
”２”入力は、他方の端末装置２Ｂを指定することを意味している。
【００５３】
そして、Ｓ５２で”＃”入力が行われたことがわかると、・端末インターフェース２０を
介して主接続装置１に対して、主接続装置１と端末装置２Ｂとが受話モードになるように
指定する一斉拡声指定信号ｓ１０を出力する、・切り換えスイッチ２４を切り換え端２４
ａにする、といった操作を行う（Ｓ５５）。
【００５４】
Ｓ５３で”０”入力が行われたことがわかると、・端末インターフェース２０を介して主
接続装置１に対して、当該主接続装置１が受話モードになるように指定する拡声指定信号
ｓ１１を出力する、・切り換えスイッチ２４を切り換え端２４ａにする、という操作を行
う（Ｓ５６）。
【００５５】
Ｓ５４で”２”入力が行われたことがわかると、・端末インターフェース２０を介して主
接続装置１に対して、端末装置２Ｂが受話モードになるように指定する拡声指定信号ｓ１
２を出力する、・切り換えスイッチ２４を切り換え端２４ａにする、という操作を行う（
Ｓ５７）。
【００５６】
Ｓ５２，Ｓ５３，Ｓ５４で、”＃”，”０”，”２”の入力が行われないとわかると、Ｓ
４２に戻る。
【００５７】
さらには、Ｓ５５，Ｓ５６，Ｓ５７の操作をしたのち、端末装置２Ａの通話モードを受話
モードにし（Ｓ５８）、Ｓ４２に戻る。
【００５８】
次に、端末装置２Ａで通話している場合における主接続装置１の操作手順を説明する。
【００５９】
まず、端末装置２Ａが送信するオフフック信号ｓ５（Ｓ４１参照）を、受信したか否かを
チェックし（Ｓ７０）、オフフック信号ｓ５を受信したことがわかれば、回線インターフ
ェース４から回線を捕捉するとともに主接続装置１にハンドセット通話経路を設定する。
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（Ｓ７１）。具体的には、クロスポイントスイッチ５のスイッチ５ｃ、５ｉをＯＮにし、
切り換えスイッチ９を切り換え端９ａ側に切り換えることで、電話回線３とハンドセット
７および端末インターフェース６Ａとの通話経路を形成する。
【００６０】
なお、Ｓ７０でオフフック信号ｓ５を受信しなければ、このフローチャートを終了して操
作を終える。
【００６１】
Ｓ７１の操作を行ったのち、端末装置２Ａから受話終了指定信号ｓ７（Ｓ５９参照）を受
信したか、否かをチェックし（Ｓ７２）、受話終了指定信号ｓ７を受信したことがわかれ
ば、回線インターフェース４で電話回線３を解放する一方、クロスポイントスイッチ５を
すべてＯＦＦにし、さらに、端末インターフェース６Ｂから受話終了信号ｓ１を端末装置
２Ｂに送った（Ｓ８５）のち、一連の操作（フローチャート）を終了する。
【００６２】
一方、受話終了指定信号ｓ７を受信しないことがわかった場合は、端末装置２Ａからハン
ドセットモード指定信号ｓ８（Ｓ４８参照）を受信したか、否かをチェックし（Ｓ７３）
、ハンドセットモード指定信号ｓ８を受信した場合は、クロスポイントスイッチ５のスイ
ッチ５ｃ、５ｉをＯＮにする（Ｓ７４）ことで、端末インターフェース６Ａを介して当該
主接続装置１と端末装置２Ａとを接続する。
【００６３】
Ｓ７３においてハンドセットモード指示信号ｓ８を受信しないことがわかった場合は、受
話モード指定信号ｓ６（Ｓ４５参照）を受信したか、否かをチェックし（Ｓ７５）し、受
信モード指定信号ｓ６を受信した場合は、クロスポイントスイッチ５のスイッチ５ｃをＯ
Ｎにし、スイッチ５ｉをＯＦＦにする（Ｓ７６）ことで、端末インターフェース６Ａを介
して当該主接続装置１から端末装置２Ａに音声信号を送信するものの、端末装置２Ａから
の音声信号を電話回線３に出力しないようにする。
【００６４】
Ｓ７５において受話モード指示信号ｓ６を受信しないことがわかった場合は、端末装置２
Ａからダイヤル信号ｓ９（Ｓ４９参照）を受信したか否かをチェックし（Ｓ７７）、ダイ
ヤル信号ｓ９を受信した場合は、回線インターフェース４を介して電話回線３にこのダイ
ヤル信号ｓ９を出力する（Ｓ７８）。
【００６５】
Ｓ７７において、ダイヤル信号ｓ９を受信しないことがわかった場合は、端末装置２Ａか
ら一斉拡声指定信号ｓ１０（Ｓ５５参照）を受信したか、否かをチェックし（Ｓ７９）、
一斉拡声指定信号ｓ１０を受信したことがわかった場合は、端末インターフェース６Ｂを
介して端末装置２Ｂに、拡声指令信号ｓ３を出力する。さらに、クロスポイントスイッチ
５のスイッチ５ｉをＯＦＦにする一方、スイッチ５ｂ、５ｃ、５ｄをＯＮにすることで、
電話回線３の音声信号を端末装置２Ａ、２Ｂに送信する。また、切り換えスイッチ９を切
り換え端９ａ側に切り換えることで、音声信号を受話拡声器８に出力する（Ｓ８０）。
【００６６】
Ｓ７９において一斉拡声指定信号ｓ１０を受信しないことがわかった場合は、端末装置２
Ａから主接続装置１を受話モードにする拡声指定信号ｓ１１（Ｓ５６参照）を受信したか
、否かをチェックし（Ｓ８１）、この拡声指定信号ｓ１１を受信したことがわかった場合
は、クロスポイントスイッチ５のスイッチ５ｉをＯＦＦにする一方、スイッチ５ｂ、５ｃ
をＯＮにすることで、電話回線３の音声信号を端末装置２Ａに送信する。また、切り換え
スイッチ９を切り換え端９ａ側に切り換えることで、音声信号を受話拡声器８に出力する
（Ｓ８２）。
【００６７】
Ｓ８１において主接続装置１を受話モードにする拡声指定信号ｓ１１を受信しないことが
わかった場合は、端末装置２Ｂを受話モードにする拡声指定信号ｓ１２（Ｓ５７参照）を
端末装置２Ａから受信したか、否かをチェックし（Ｓ８３）、この拡声指定信号ｓ１２を
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受信したことがわかった場合は、端末インターフェース６Ｂを介して端末装置２Ｂに、拡
声指令信号ｓ３を出力する。さらには、クロスポイントスイッチ５のスイッチ５ｉをＯＦ
Ｆにする一方、スイッチ５ｃ、５ｄをＯＮにすることで、電話回線３の音声信号を端末装
置２Ａ，２Ｂに送信する（Ｓ８４）。なお、Ｓ８３において、拡声指定信号ｓ１２を受信
しないことがわかった場合は、Ｓ７２に戻る。
【００６８】
次に、端末装置２Ａが発する各種拡声指定信号を主接続装置１が受信したのちの、端末装
置２Ｂの操作手順を説明する。
【００６９】
すなわち、まず、当該端末装置２Ｂが受話モードになることを指示する拡声指令信号ｓ３
（Ｓ８０，Ｓ８４参照）を受信した否かをチェック（Ｓ３０）する。前記拡声指令信号ｓ
３を受信したのがわかると、端末装置２Ｂを受話モードにし、端末インターフェース６Ｂ
を介して送られてる電話回線３の音声信号を、音声受話拡声器２２で音声に変換して出力
する（Ｓ３１）。
【００７０】
そして、受話拡声器２２で音声を出力しながら、主接続装置１から受話終了信号ｓ１が送
信されるか否かをチェックし（Ｓ３２）、受話終了信号ｓ１を受信すると、受話モードを
終了して（Ｓ３３）、一連の操作（フローチャート）を終える。なお、Ｓ３０において、
受話モード指定信号ｓ３を受信しないとわかると、上記した各操作を行うことなく、直ち
に、一連の操作（フローチャート）を終える。
【００７１】
なお、上記実施例では、主接続装置１と各端末装置２Ａ、２Ｂとは、有線通信されるもの
として、説明したが、本発明は、主接続装置１と端末装置２Ａ、２Ｂとを無線通信するシ
ステム電話機においても同様に実施することができる。すなわち、本発明は、現在広く普
及しつつ、コードレス電話を用いたシステム電話機においても実施できる。
【００７２】
【発明の効果】
以上のように本発明によれば、主接続装置や、端末装置で音楽等の音声情報を流す番組等
に電話をかけたあと、通話状態の主接続装置ないし端末装置だけを操作することで、他の
端末装置や主接続装置を受話拡声状態にしてそれら番組を聴取することができるようにな
り、その分だけ、システム電話機の操作性を向上させることができた。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例に係るシステム電話機の主接続装置の構成を示すブロック図で
ある。
【図２】実施例のシステム電話機の端末装置の構成を示すブロック図である。
【図３】実施例における主接続装置のフローチャートであって、この主接続装置で通話し
た際に操作手順の前半部分を示している。
【図４】実施例における主接続装置のフローチャートであって、この主接続装置で通話し
た際に操作手順の後半部分を示している。
【図５】実施例における端末装置のフローチャートであって、主接続装置で通話した際や
、他方の端末装置で通話した際の操作手順を示している。
【図６】実施例における端末装置のフローチャートであって、この端末装置で通話した際
の操作手順の前半部分を示している。
【図７】実施例における端末装置のフローチャートであって、この端末装置で通話した際
の操作手順の後半部分を示している。
【図８】実施例における主接続装置のフローチャートであって、端末装置で通話した際の
操作手順の前半部分を示している。
【図９】実施例における主接続装置のフローチャートであって、端末装置で通話した際の
操作手順の後半部分を示している。
【符号の説明】
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１　　　主接続装置
２Ａ，２Ｂ　　端末装置
１４　　　制御部
２８　　　制御部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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